













































Practical Study on Improving the Skills of Backstroke in Class
竹内隆司（長野市立北部中学校），赤羽根直樹（帝京科学大学）

























































































































































































































































































































































A  0 11 .001＊＊
B  6 18 .022＊




評価段階 人数 A B C
A  0 0  0 0
B  6 4  2 0






B 2.00 2.50 .076＋
C 1.00 2.35 .000＊＊
全体 1.21 2.38 .000＊＊
※n29　＊＊：p＜.01　＋：.05＜p＜.10
竹内　隆司，赤羽根　直樹
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Ⅴ．まとめ
本研究では，小学校までの背浮きの学習水準を
勘案しながら，必要と考えられる背泳ぎの学習内
容や指導方法の検討を経て展開し，背泳ぎの技能
面および泳力面の変化や成果について調査・分析
することによって，背泳ぎの効果的な指導法を見
出すことを目的とした．そのため，「浮く」感覚
をドリルによって強化しつつ水泳の基礎感覚や基
本動作の習得を図ると共に，毎時間の課題を明確
にし，「背浮き・バックストリームラインづく
り・ストローク及びキックの習得・リズムにのっ
た泳ぎの習得」といった学習過程を大切にした段
階的な指導を行った．授業の有効性については，
授業前半および後半に授業者による観察・評価を
A，B，Cの三段階で行った，観察・評価基準は，
背泳ぎの動きの例（2014．文部科学省）を参考に
筆者が作成した．観察・評価結果は正確二項検定
１×２，およびt検定により検討した．
その結果，次のことが明らかになった．
１） 背泳ぎの授業の結果，授業前半の技能評価
では29人中23人（79.3％）の生徒がCで
あったが，後半の技能評価ではCの生徒は
一人もいなかった．反対に，技能評価Bの
生徒は前半６人（20.7％）であったが，後
半では18人（62.1％）に増えていた．同様
に技能評価Aの生徒は前半一人もいな
かったが，後半では11人（37.9％）に増え
ていた．検定の結果，いずれも有意に増加
または減少していた．これらの変化は，背
泳ぎの技能向上を示唆するものであり本実
践の成果と考えられた．
２） 個々の技能評価の変化を検証した結果，前
半の技能評価がCだった生徒23人のうち，
後半Aになった生徒が７人，Bになった生
徒が16人であった．また，前半Bだった
生徒６人のうち，後半Aになった生徒が
４人，Bのままだった生徒が２人であった．
これらを得点化し，その平均点の変化につ
いて対応のあるt検定を実施した結果，前
半Cだった生徒の後半の伸びがBに比べて
大きいことがわかった．このことから，特
に技能が低い生徒の泳力向上に有効であっ
たと考えられた．
以上のことから，本実践は，中学生になって初
めて背泳ぎを学習する生徒が徐々に背泳ぎの技能
を高める上で有効であることが確認できた．なか
でも，背泳ぎの技能が低い生徒に有意な指導方法
であると考えられた．授業後の感想からも，多く
の生徒が徐々に技能が向上していく喜びを味わっ
ていたことが推察された．
本研究では，背泳ぎの基本技能向上のためのド
リルや学習課題を明確にした段階的指導が，初歩
的段階にある生徒の技能向上に有効であることは
確かめられたが，約６割の生徒は25m未満に止
まっていた．本研究で実践した学習過程をさらに
検討し，技能習得率の向上をさらに心掛けたい．
また，浜上ら（2015）が大学生を対象に行った
研究では，背泳ぎ→クロールの順に学習する方
が，クロール→背泳ぎの順に学習するよりも双方
の泳力が向上したことを報告している．このこと
をふまえ，今後の背泳ぎの学習を考えた時，小学
校中学年における「背浮き」や高学年における
「背泳ぎ」の積極的な導入についても，検討する
必要がある．
注
１）学習指導要領においては，昭和24年の小学
校学習指導要領（試案）の中で教材例として
示されたことがある．しかし，次に公示され
た昭和33年の学習指導要領では表記されて
いない．これ以降，小学校５，６年生の水泳
ではクロール・平泳ぎが学習の中心に示され
てきている．
２）「浮く」ことの学習内容を正しく捉えられず
に，泳法中心の授業を展開するケースが考え
られる．小学校では，体育を専門とする教師
ばかりではないことも起因する．クロール等
の泳法中心の授業を受けてきた場合は，当然
「背浮き」の習得が不十分のままに，中学校
写真１
7背泳ぎの技能向上に関する実践的研究
に進学してくることになる．
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